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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第３四半期
連結累計期間

第23期
第３四半期
連結累計期間

第22期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
12月31日

売上高（千円） 1,938,8741,923,9592,470,160

経常利益（千円） 106,628 102,160 108,047

四半期（当期）純利益（千円） 27,471 89,420 18,504

四半期包括利益又は包括利益（千円） 30,988 89,323 30,294

純資産額（千円） 140,493 228,822 139,799

総資産額（千円） 1,471,9291,433,8531,288,698

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 2,911.09 9,475.47 1,960.88

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 8.5 15.0 9.8

　

回次
第22期
第３四半期
連結会計期間

第23期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 1,722.98 2,036.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 

　　　　４．第22期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済情勢は、緩やかに持ち直しつつあるものの、欧州の金融不安高騰な

どにより、先行き不透明な状況で推移しました。

　ネットワーク市場におきましては、クラウドサービスの一層の進展、スマートフォンによるWiFi利用とIPトラフィッ

ク等の増加、標的型攻撃、DDoS攻撃等の新たな脅威等、ネットワーク上での様々な課題に対する取り組みが着実に進展

しております。

　このような状況の中、当社グループは、前連結会計年度に取り扱いを開始したスカリティ社のクラウドストレージ製

品やファイア・アイ社のマルウェア対策システム製品などの立ち上げや新規事業である映像配信分野の展開に積極

的に取り組みました。また、平成24年7月にはガイダンスソフトウェア社と代理店契約を締結し、コンピューターフォ

レンジック関係ソフトウェアの取扱を開始し、セキュリティ製品ラインナップの拡充を行いました。

　新規製品の引き合いは順調に増加し、セキュリティ関連製品を中心に大型案件の出荷が進んだものの、子会社の㈱イ

ノコスで大型案件の出荷が第４四半期にずれたことから、売上高は前年同期を下回りました。

　利益面につきましては、当社は前年同期を上回る売上総利益を確保したものの、㈱イノコスの減少分を地代家賃等の

販売費及び一般管理費の圧縮、営業外費用の減少ではカバーすることができず、営業利益、経常利益は前年同期を下回

りました。一方、四半期純利益については、投資有価証券売却益等の特別利益の計上及び特別損失の大幅な減少によ

り、前年同期を大きく上回りました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,923,959千円（前年同四半期比 0.8％減）、営業利益は

102,401千円（前年同四半期比16.9％減）、経常利益は102,160千円（前年同四半期比 4.2％減）、四半期純利益は

89,420千円（前年同四半期比225.5％増）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,521 9,521
東京証券取引所

（マザーズ）

当社は単元株制

度を採用してお

りません。

計 9,521 9,521 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日 
－ 9,521 － 369,981 － 386,231
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　84 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,437 9,437

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 9,521 － －

総株主の議決権 － 9,437 －

 

②【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ネットワークバ

リューコンポネン

ツ

神奈川県横須賀市

小川町14番地－１
84 － 84 0.88

計 － 84 － 84 0.88

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人五大による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 87,011 209,462

受取手形及び売掛金 334,166 447,714

商品及び製品 113,587 108,950

仕掛品 135 11,750

原材料及び貯蔵品 32 28

前渡金 68,839 66,682

その他 24,258 21,732

貸倒引当金 △2,057 △2,031

流動資産合計 625,974 864,288

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,306 27,448

車両運搬具（純額） 701 1,194

工具、器具及び備品（純額） 98,382 82,005

その他（純額） 2,300 1,819

有形固定資産合計 131,691 112,466

無形固定資産

のれん 333,863 250,302

その他 26,134 18,387

無形固定資産合計 359,997 268,690

投資その他の資産

投資有価証券 127,967 99,062

その他 51,467 97,744

貸倒引当金 △8,400 △8,400

投資その他の資産合計 171,034 188,407

固定資産合計 662,724 569,564

資産合計 1,288,698 1,433,853
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 58,809 97,296

短期借入金 266,000 284,500

1年内返済予定の長期借入金 150,258 100,038

前受金 321,936 360,020

未払金 ※2
 95,254 88,373

未払法人税等 2,806 4,769

賞与引当金 － 11,464

その他 32,963 56,187

流動負債合計 928,028 1,002,647

固定負債

長期借入金 209,832 191,812

資産除去債務 6,895 6,987

繰延税金負債 2,402 2,347

その他 1,741 1,235

固定負債合計 220,871 202,382

負債合計 1,148,899 1,205,030

純資産の部

株主資本

資本金 369,981 369,981

資本剰余金 386,231 386,231

利益剰余金 △622,700 △533,280

自己株式 △7,433 △7,433

株主資本合計 126,079 215,499

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △46 △24

その他の包括利益累計額合計 △46 △24

少数株主持分 13,766 13,347

純資産合計 139,799 228,822

負債純資産合計 1,288,698 1,433,853
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 1,938,874 1,923,959

売上原価 1,040,266 1,069,748

売上総利益 898,607 854,211

販売費及び一般管理費 775,400 751,809

営業利益 123,207 102,401

営業外収益

受取利息 506 1,000

受取配当金 4 3

固定資産賃貸料 4,688 7,779

その他 1,390 3,508

営業外収益合計 6,589 12,291

営業外費用

支払利息 11,315 8,762

為替差損 2,638 1,804

減価償却費 8,058 －

その他 1,156 1,966

営業外費用合計 23,168 12,533

経常利益 106,628 102,160

特別利益

固定資産売却益 369 10,198

投資有価証券売却益 12 15,973

特別利益合計 381 26,171

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,012 －

固定資産売却損 － 298

固定資産除却損 1,252 390

投資有価証券評価損 － 28,762

貸倒引当金繰入額 1,396 －

減損損失 33,459 －

その他 4,294 5,412

特別損失合計 55,415 34,864

税金等調整前四半期純利益 51,594 93,467

法人税、住民税及び事業税 18,427 5,192

法人税等調整額 2,206 △1,026

法人税等合計 20,633 4,165

少数株主損益調整前四半期純利益 30,960 89,301

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,488 △118

四半期純利益 27,471 89,420
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 30,960 89,301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27 22

その他の包括利益合計 27 22

四半期包括利益 30,988 89,323

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 27,499 89,442

少数株主に係る四半期包括利益 3,488 △118
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

（有形固定資産の減価償却方法の変更)

　法人税法の改正（経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律（平成

23年12月２日 法律第114号）及び法人税法施行令の一部を改正する政令（平成23年12月２日 政令第379号））に伴い、

平成24年４月１日以降に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しておりま

す。これによる損益への影響は軽微であります。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

(表示方法の変更)

　当社グループは、ネットワーク関連商品の開発、販売、サポートとサービスを中心とした事業を行っておりますが、こう

した中で近年、サポート・サービス等については営業活動に付随して行われる状況が増加してきたため、従来はサポート

・サービス業務に係る費用を「売上原価」に計上しておりましたが、今期よりこれらの費用のうち労務費、旅費等、人員

に紐づく費目については「販売費及び一般管理費」に計上する方法に変更しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組替えを行っており、こ

の結果、売上原価に含めて表示していた69,852千円は、販売費及び一般管理費として組替えております。　

　　
【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

１．当座貸越契約について

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

１行と当座貸越契約を締結しております。この契約に

基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとお

りであります。 

 （千円）

 当座貸越限度額の総額  100,000

 借入実行残高  －

 差引額  100,000

※２．連結子会社である㈱イノコスにおいて、ブロード

アース㈱よりDTV事業を譲り受けたことに伴い発生し

た未払い額が、未払金に28,094千円含まれております。

１．当座貸越契約について

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

１行と当座貸越契約を締結しております。この契約に

基づく当第３四半期連結会計期間末の借入未実行残高

は次のとおりであります。 

 （千円）

 当座貸越限度額の総額  100,000

 借入実行残高  －

 差引額  100,000

　

　

EDINET提出書類

株式会社ネットワークバリューコンポネンツ(E05546)

四半期報告書

11/14



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれ

んを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

　

　減価償却費

　（千円）

70,049

（千円）

56,636

　のれんの償却額 83,339 　83,560

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日）

　当社グループは、ネットワーク関連商品の輸入、開発、販売、サポートとサービス及びネットワークインテグ

レーションを主要な事業内容としており、単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2,911円 9銭 9,475円47銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 27,471 89,420

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 27,471 89,420

普通株式の期中平均株式数（株） 9,437 9,437

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─ ─

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

株式会社ネットワークバリューコンポネンツ

取締役会　御中

監 査 法 人　五 大

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙木　勇三　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 手塚  眞佐子　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ネットワー

クバリューコンポネンツの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ネットワークバリューコンポネンツ及び連結子会社の平成24年

９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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